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しまくとぅば普及関係者各位 

沖縄語教育研究 10 

異なる書法による沖縄語の文面の比較（５枚） 

                          ２０１０年３月１２日 
                          沖縄語研究家 船津好明 
 
 本稿では、沖縄語の書法の違いを比較し易いように、音声題材を同じにして二つの
書法で書いてみました。各書法は公開されている次の文献に従っています。 
 
文献１、船津好明著「美しい沖縄の方言（ことば）」技興社、1988 年 4月。 
文献２、宮里朝光等著「沖縄ぬ暮らしとぅ昔話」沖縄語普及協議会、2006年 7月。 
 
 題材の原文は「沖縄語辞典」（国立国語研究所編）22頁の民話で、話者は島袋盛敏
氏、首里言葉で話しています。ただし、今後の沖縄語の大衆的発展のために、話者の
発音のうち士族的なところ（琉歌を除く）は平民的な発音に直しました。具体的には、
sja(しゃ)→sa(さ)、şi(すぃ)→si(し)、sju(しゅ)→su(す)、şe(せ)→se(しぇ)、
sjo(しょ)→so(そ)、çi(つぃ)→ci(ち)、i(ずぃ、づぃ)→zi(じ、ぢ）、詠なびたん
→詠まびたん。 
 漢字の取り扱い方は各書法に従います。船津好明の書法では読み音と意味が日本語
と関連していることを原則に、若干の例外を設けます。本稿での例外は「妻（じ）」、
「男（ゐきが）」です。宮里朝光氏等の書法は、文献２の[５]頁までによります。 
 
１、船津好明の書法による文面 
 沖縄語独特の音は沖縄文字で一字一音で書きます。日本語と同じ音は日本語と同じ
書き方とします。漢字にはすべて振り仮名を振ります。送り仮名は日本語の作法に合
わせます。首里、那覇、中部、南部等、沖縄語圏の全ての言葉を例外なく表せます。
琉歌の表記にも適しています。 
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２、宮里朝光氏等の書法による文面 
 日本語にない音も日本文字で書きます。漢字は、読み音とは関係なく、意味をよく
表していると思う日本語の漢字を使います。日本語で読める漢字にはルビを付けませ
ん。沖縄語として読み慣れていると思う漢字にもルビを付けません。以下でルビを付
けた漢字は、次に出てきて読み方が同じ場合ルビを付けません。送り仮名は日本語に
合わせません。文献２に掲げてある一覧表の文字だけでは、沖縄語圏の言葉を十分に
表すことはできません。琉歌も書けません。 
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注１、上記の＊印のルビは、宮里朝光氏等の表記指導書である文献２の[１]頁の右側 
 の文字一覧表には該当文字がありません。 
注２、宮里朝光氏は、沖縄タイムス 2007 年 12 月 29 日の「わたしの主張・・」の頁と、 
 沖縄語普及協議会の沖縄語新聞第 23 号で、「女」を首里では「をぃなぐ」というと 
 述べておられますが、「をぃ」という表記は、前記の一覧表にありません。また、同 
 一覧表には「ゆ」の破裂音がないなど、同一覧表の文字で首里言葉を表すことはで 
 きません。 
注３、上記の宮里朝光氏等の書法による文面は、文献２の書法に従って筆者が書いた 
 ものです。書き手が変わると文面が変わると思います。 
 
 
 
連絡先 
〒1870002 東京都小平市花小金井 2-6-1 
      船津好明 
Tel 042-467-1273 
Email  funatsu@mvf.biglobe.ne.jp 


